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明治村だより

一 般 会 員

ゴ ー ルド 会 員

（株）田中荘介商店　　　　　東朋テクノロジー（株）　　　　　（株）ファーストシステム　　　　　名鉄都市開発（株）　　　　　矢作建設工業（株）

アイカ工業（株）	 アサヒ飲料（株）	 アサヒビール（株）	 厚見建設工業（株）
（株）安藤・間	 （株）磯部組	 （株）伊藤園	 伊藤忠商事（株）
因幡電機産業（株）	 （株）魚津社寺工務店	 NTTドコモビジネス（株）	 NTT都市開発（株）
NTT西日本（株）	 （株）NTTファシリティーズ	 NTP名古屋トヨペット（株）	 オーパススタイル（株）
（株）大林組	 岡谷鋼機（株）	 （株）オノコム	 鹿島建設（株）
（株）関電工	 ぎふ金華山ロープウェー	 キリンビバレッジ（株）	 （株）熊谷組
（株）鴻池組	 興和地所（株）	 コクヨマーケティング（株）	 （株）ココトモファーム
五洋建設（株）	 （資）斉木研磨工業所	 （株）ザイマックス	 佐藤工業（株）
（株）シーイーテック	 柴山コンサルタント（株）	 清水建設（株）	 （株）新高土木
スターツ東海（株）	 （株）スペース	 （株）扇港電機	 ダイキン工業（株）
大興建設（株）	 大成建設（株）	 （株）タカラレーベン	 （株）竹中工務店
（株）谷澤総合鑑定所	 中京テレビ放送（株）	 中設エンジ（株）	 鉄建建設（株）
東京海上日動火災保険（株）	 東洋電機製造（株）	 戸田建設（株）	 鳥谷尾建築研究所
（株）中島工務店	 中村耳鼻咽喉科（春日井）	 名古屋レジデンシャル（株）	 （有）鍋野事務所
（株）二幸	 西松建設（株）	 日鉄興和不動産（株）	 日本たばこ産業（株）
日本郵便（株）	 （有）ねこりす	 能美防災（株）	 （株）長谷工コーポレーション
（株）日立製作所	 （株）ファミリーマート	 （株）フジタ	 （株）不動テトラ
ホーチキ（株）	 前田建設工業（株）	 （株）みずほ銀行	 三井不動産（株）
三菱商事（株）	 三菱電機（株）	 名高土木（株）	 名鉄EIエンジニア（株）
名鉄エリアパートナーズ（株）	 （学）名鉄学園	 名鉄協商（株）	 名鉄ビルサービス（株）
（株）名鉄ホテルホールディングス	 （株）名鉄ミライート	 （株）ヤシマキザイ	 （株）LIXIL
（株）リノテック	 若松物産（株）

敬称略：五十音順協 賛 会 員 （令和8年5月1日現在）

私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額
1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は税制上の優遇措置の対象となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。

・ クレジットカード   ・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

令和8年3月22日（日）、「明治村みらい基金」へ一定のご支援をい
ただいた皆さまをご招待し、1年間の活動報告を行う「ご支援者
さまの集い」を開催しました。
当日は、建築・学芸・乗物の各担当から、皆さまからのご寄付を

どのように活用させていただいたかを、裏話を交えながら詳し
くご報告しました。また、担当者が用意した貴重な資料を公開
し、ご支援者の皆さまとスタッフが歓談を楽しむ時間となりま
した。

ご寄付の方法

「ご支援者さまの集い」を開催しました

詳しくは博物館明治村公式サイト内「明治村みらい基金」をご覧ください。

ご支援額に応じて、感謝の気持ちを込めたご返礼をお届けいたします。
〈返礼品の例〉
【マンスリーサポーター】 毎月メールマガジンを配信し、歴史的建造物や歴史資料
の修理・保存をはじめとした明治村での様々な活動の様子をご報告いたします。

【年間3万円～】 明治村ペア入村券進呈　等
【年間10万円～】 現地での活動報告ツアーご招待（建築・学芸・乗物各担当がご案
内する特別なツアー）、ご支援者さまの集いご招待（明治村みらい基金1年間の活
動報告）、第二のふるさと住民票発行（1年間入村無料）　等

ご返礼の内容

「明治村だより」第122号（令和8年夏号） 令和8年7月17日発行
発　行	 博物館明治村  〒484-0000 愛知県犬山市字内山1番地　電話 （0568）67-0314　https://www.meijimura.com
製　作	 大日本印刷株式会社

「明治村だより」第 123 号発行のお知らせ
発行時期　令和8年9月予定
「明治村だより」は、順次Webで公開させていただきます。詳しくは博物館明治村公式サイトをご覧ください。
※郵送サービスは終了いたしました。ご了承ください。

表紙について 名鉄電車ポスター「犬山の鵜飼」　画／吉田初三郎・昭和3（1928）年
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存
に
心
を
配
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

私
が
小
国
町
を
訪
れ
た
際
、
阿
蘇
山
の
迫
力
あ
る

噴
煙
が
思
い
の
ほ
か
近
く
に
望
ま
れ
た（
図
１
）。
し
か

し
そ
の
周
囲
に
は
広
大
な
裾
野
と
雄
大
な
自
然
が
広

が
っ
て
い
た
。
こ
の
大
自
然
の
中
か
ら
こ
の
よ
う
な

人
物
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
、強
い
感
銘
を
覚
え
た
。　

　

彼
は
も
と
も
と
政
治
家
を
志
し
、
新
し
い
知
識
を

学
ぶ
た
め
に
熊
本
へ
出
て
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
コ
ン
ス

タ
ン
ト
・
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
ァ

ン
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト（
註

六
）
に
師
事
し
、
オ
ラ
ン
ダ

語
を
学
ん
だ
。
彼
は
東
京

大
学
医
学
部（
註
七
）
で
も

指
導
者
を
目
指
し
て
学
生

弁
論
活
動
に
も
力
を
注
い

だ
。
彼
の
演
説
草
稿「
医

道
論
」は
ま
さ
に
、
医
学
・

医
療
の
目
的
は
、
個
々
の

研
究
や
診
察
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
の
研
究
成
果
を
活

か
し
て
広
く
予
防
し
、公
衆
の
救
済
を
制
度
的
に
図
る

こ
と
に
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
志
望
を
政
治
か

ら
医
学
に
変
え
た
の
で
は
な
く
、世
の
救
済
と
い
う
志

は
終
始
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
明
治
期
は
、
伝
染
病
予
防
は
軍
事
力
保

全
と
も
直
結
す
る
国
家
的
課
題
で
あ
っ
た
。
北
里
が

コ
ッ
ホ
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
頃
、
森
鷗
外
こ
と
、
森

林
太
郎
も
陸
軍
軍
医（
写
真
６
）
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
滞

在
し
て
お
り
、医
学
関
係
者
の
集
合
写
真
に
両
名
が
同

席
し
て
い
る（
写
真
７
）。
日
本
の
衛
生
制
度
や
医
学
行

政
の
未
成
熟
に
強
い
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
森
に

対
し
て
、
北
里
は
、
細
菌
学
研
究
を
通
じ
て
伝
染
病
対

受
け
止
め
ら
れ
、
い
か
に
根
付
い
て
い
っ
た
か

―

そ
れ
を
辿
る
と
き
、明
治
の
日
本
の
来
し
方
を
そ
の
ま

ま
見
る
よ
う
な
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

北
里
柴
三
郎
の
座
右
の
銘
と
い
え
ば「
終
始
一
貫
」

（
写
真
４
）で
あ
っ
た
。
北
里
の
生
涯
を
想
う
と
き
、
簡
潔

明
瞭
な
こ
の
言
葉
が
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て

迫
っ
て
く
る
。
旧
北
里
村
に
は
彼
の
生
家
の
主
要
部

が
復
元
保
存
さ
れ
て
い
る（
写
真
５
）。
印
象
的
な
の
は
、

長
じ
て
か
ら
、
単
な
る
故
郷
へ
の
寄
附
に
と
ど
ま
ら

ず
、村
や
子
供
た
ち
の
自
立
を
促
す
た
め
の
図
書
館
な

ど
教
育
基
盤
に
配
慮
し
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
も
遺

志
を
継
い
だ
大
学
・
研
究
所
の
方
々
が
文
化
遺
産
の
保
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黒
船
来
航
が
、明
治
と
い
う
時
代
の
幕
開
け
に
重
大

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
く

し
く
も
黒
船
来
航
と
同
じ
嘉
永
五（
一
八
五
三
）年
に
、

北
里
柴
三
郎
は
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
郷
北
里
村（
現
在

の
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里
）の
士
族
の
家
系
に
生
ま
れ
て

い
る
。

　

北
里
は
、明
治
維
新
の
激
動
を
担
っ
た
若
き
獅
子
達

に
続
く
世
代
の
地
方
の
秀
才
と
し
て
、明
治
と
い
う
転

換
期
が
つ
く
り
だ
す
巨
大
な
磁
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

宿
命
的
に
受
け
て
育
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、改
め
て
北
里
の
事
蹟
を
辿
っ
て
い
く

と
、
北
里
こ
そ
明
治
と
い
う
時
代
の
申
し
子
で
あ
っ

た
、と
思
わ
さ
れ
る
。

　

北
里
は
東
京
大
学
医
学
部
を
明
治
十
六（
一
八
八 

三
）年
に
卒
業
す
る
と
、内
務
省
衛
生
局
に
奉
職
し
、伝

染
病（
註
一
）
予
防
に
取
り
組
む
。
明
治
十
九
年
か
ら
ド

イ
ツ
に
留
学
し
、当
時
既
に
病
原
微
生
物
学
の
権
威
で

あ
っ
た
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ（
写
真
１
・
註
二
）
に
師
事
し

た
。
六
年
目
に
破
傷
風
菌
の
純
粋
培
養
に
成
功
し
、そ

の
毒
素
に
対
す
る
免
疫
抗
体
を
発
見
、さ
ら
に
血
清
療

法
の
確
立
へ
と
結
実
し
た
。
こ
の
こ
と
は
わ
が
国
に

お
け
る
細
菌
学
の
先
駆
け
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、世

界
的
な
偉
業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
自
ら
考
案

し
た
装
置「
嫌
気
性
菌
培
養
装
置
」を
前
に
す
る
北
里

（
写
真
２
）に
は
、研
究
者
、医
者
、技
術
者
、職
人

―
そ

の
い
ず
れ
の
枠
に
も
収
ま
り
き
れ
な
い
、多
能
の
人
物

な
ら
で
は
の
独
特
の
風
格
が
漂
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
風
変
わ
り
な
装
置
の
た
め
ば
か
り
で
も
あ

る
ま
い
。
コ
ッ
ホ
は
後
に
、
北
里
が
来
た
当
初
は
ド

イ
ツ
語
が
で
き
る
若
き
研
究
者
と
い
う
印
象
し
か
な

か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る（
註
三
）。
北
里
の
共
同
研
究

者
の
エ
ミ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
リ
ン
グ（
写
真
３
・
註
四
）

が
、
一
九
〇
一
年
に
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
賞
生
理
学
・
医

学
賞
を「
血
清
療
法（
ジ
フ
テ
リ
ア
へ
応
用
）の
研
究
」

で
受
賞
し
た
が
、自
身
の
研
究
が
短
時
日
で
成
功
で
き

た
の
は
、北
里
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い

る（
註
五
）。
な
ぜ
北
里
は
外
さ
れ
た
の
か
と
誰
も
が
そ

う
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
北
里
研
究
所
第
十
一
代
所

長
で
、
二
〇
一
五
年
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞

の
大
村
智
氏
が
、自
身
の
受
賞
の
背
景
に
は
北
里
柴
三

郎
の
弟
子
筋
に
あ
る
こ
と
へ
の
信
頼
が
あ
っ
た
と
、と

あ
る
会
合
の
挨
拶
で
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
北
里
研
究

所
の
伝
統
は
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
、現
代
の
研

究
者
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
北
里

と
い
う
人
間
の
気
概
と
精
神
が
西
洋
世
界
で
い
か
に

北
里
柴
三
郎
と

明
治
と
い
う
時
代

一
「
終
始
一
貫
」の
精
神
を

育
ん
だ
場
所

二

写真1
ローベルト・コッホ（※）

写真3
エミール・フォン・ベーリング（※）

写真2　「嫌気性菌培養装置」を前にする北里（※）

写真5　生家（北里柴三郎記念館提供）　

写真6　森林太郎
（国立国会図書館「近代日本人の肖像」より）　写真7　ベルリンにて石黒忠悳を迎えた医学留学生たち（※）

写真4　北里自筆の書「終始一貫」（※）

明
治
村
の
建
築
に
視
る
日
本
近
代
青
春
群
像
物
語 

〈
22
〉

館
長　

中
川 

武

北
里
研
究
所
本
館
・
医
学
館
の
佇
ま
い
と

“
終
始
一
貫
”の
精
神（
北
里
柴
三
郎
）を
支
え
た
も
の
（
そ
の
１
）

図3　北里指導下の研究所で開発・製造・販売された治療予防薬

抗毒血清：
毒素と結合して
毒作用を中和

ジフテリア血清
乾燥ジフテリア血清
破傷風血清
乾燥破傷風血清
赤痢本型菌血清
連鎖状球菌血清「しょう紅熱用」

抗菌血清：
菌と結合して

凝集・沈殿・溶菌または
食細胞の食菌を促進

志賀赤痢血清
コレラ血清
腸チフス血清
連鎖球菌血清
流行性脳脊髄膜炎血清
肺炎球菌血清
インフルエンザ菌血清
ペスト血清
腺疫血清「獣医用」
健康「ウマ」血清

ワクチン：
生体に接種して
能動免疫を与える

抗原物質

コッホ博士旧ツベルクリン
コッホ博士新ツベルクリン
コッホ博士無蛋白ツベルクリン
淺川氏丹毒治療液

予防接種用
弱毒生ワクチン

痘苗（痘瘡ワクチン）
狂犬病予防液
梅野狂犬病予防液

感作ワクチン
（予防接種ならびに治療用）

志賀感作結核ワクチン
感作淋菌ワクチン
感作コレラワクチン
感作腸チフスワクチン
チフス菌ワクチン
百日咳菌感作ワクチン
葡萄状球菌感作ワクチン
肺炎球菌感作ワクチン
連鎖状球菌感作ワクチン
流行性脳脊髄炎菌感作ワクチン
インフルエンザ菌感作ワクチン
ペスト菌感作ワクチン

予防接種用
加熱死菌ワクチン

赤痢予防液
コレラ予防液
腸チフス予防液
インフルエンザ菌ワクチン
腺疫ワクチン［ウマ用］

予防接種用
アナトキシン

ジフテリア予防液
古賀チアノクプロール
パラジトール

図1　小国町と阿蘇山の位置関係

小国町

阿蘇山

長崎県

熊本県

◉ ◉
熊本市

森林太郎
石黒忠悳

北里柴三郎

長崎市
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星野高士先生と詠む 明治村吟行句会

６月９日（火）、鎌倉虚子立子記念館館長として俳句の研究や創作で活躍されている俳人・星野高士先生をゲストに迎え、俳句の魅力について阿川
佐和子村長とお話しいただきました。当日の参加者の方には、明治村を巡って詠んだ句を投句していただき、出演の２名が選句および句評を行いま
した。ここでは受賞作品および星野先生・阿川村長・中川館長の句をご紹介します。

策
の
実
践
的
な
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
こ
と
か
ら

対
照
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、両
者
は
方
法
こ

そ
異
な
る
も
の
の
、と
も
に
近
代
日
本
の
医
療
と
衛
生

の
向
上
を
目
指
し
た
点
で
は
共
通
し
て
い
た
と
い
え

る
。
森
の
抱
い
た
問
題
意
識
が
彼
の
文
学
活
動
、歴
史

小
説
な
ど
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
北
里

も
ま
た
明
治
と

い
う
時
代
の
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ

と
に
な
る
。

　

明
治
二
十
五

年
、
北
里
は
福

澤
諭
吉
の
支
援

を
得
て
、
わ
が

国
最
初
の
伝
染
病
研
究
所（
図
２
）
を
創
設
し
た
。
ほ
ぼ

個
人
住
宅
の
規
模
で
あ
っ
た
が
徐
々
に
拡
大
発
展
し
、

当
初
の
目
標
で
も
あ
っ
た
国
の
所
管
へ
の
移
管
が
実

現
し
た
。
し
か
し
日
露
戦
争
の
戦
費
拡
大
を
主
因
と

す
る
財
政
的
事
情
か
ら
、研
究
所
は
予
防
行
政
中
心
の

内
務
省
か
ら
研
究
に
重
き
を
お
く
文
部
省
へ
と
移
管

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
総
合
的
な
伝
染
病
対
策
が

困
難
に
な
る
と
し
て
北
里
は
猛
反
対
し
た
が
叶
わ
ず
、

結
局
、
北
里
は
伝
染
病
研
究
所
所
長
を
辞
し
、
新
た
に

私
立
の
北
里
研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
。
北
里
に
従
っ

て
国
立
の
伝
染
病
研
究
所
を
去
っ
た
多
く
の
門
下
生

た
ち
と
の
集
合
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る（
写
真
８
）。
北

里
の「
実
際
に
役
立
つ
」と
い
う
合
理
的
明
治
精
神
は
、

狭
い
実
利
で
は
な
く
、何
が
真
に
大
切
な
理
想
な
の
か

と
い
う
問
い
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
事
実
、私
立
研
究

所
に
な
っ
て
か
ら
も
、血
清
の
製
造
な
ど
予
防
の
総
合

対
策
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た（
図
３
）。

註
一
　
平
成
十
一
年「
伝
染
病
予
法
」廃
止
以
前
の
事
項
に
つ
い
て

は「
伝
染
病
」の
語
を
用
い
る
。

註
二
　K

O
C

H
, H

einrich H
erm

ann Robert :1843-1910　

ド
イ
ツ
の
医
師
、
細
菌
学
者
。
開
業
医
か
ら
衛
生
技
官
を

経
て
、
一
八
七
六
年
に
炭
疽
菌
、
一
八
八
二
年
に
結
核
菌
、

翌
年
に
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
し
た
。
一
九
〇
五
年
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
。

註
三
　
参
考
文
献（
１
）よ
り

註
四
　BE

H
R

IN
G

, Em
il A

dolf von :1854-1917　

ド
イ
ツ
の

細
菌
学
者
。
陸
軍
軍
医
、
ベ
ル
リ
ン
の
軍
医
学
校
教
官
を

経
て
、
一
八
八
九
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
衛
生
学
研
究
室
で
コ

ッ
ホ
の
助
手
と
な
る
。

註
五
　
参
考
文
献（
２
）よ
り

註
六
　M

A
N

SV
E

LD
T

, C
onstant G

eorge van :1832-1920

オ
ラ
ン
ダ
の
海
軍
軍
医
。
一
八
六
六
年
に
来
日
し
、
長
崎
、

熊
本
、京
都
な
ど
で
医
学
を
教
え
る
。
一
八
七
九
年
に
帰
国
。

註
七
　
当
時
は「
東
京
医
学
校
」（
一
八
七
七
年
に
東
京
大
学
医
学

部
と
改
称
）。

参
考
文
献

（
１
）	

宮
島
幹
之
助
編　

一
九
三
三
年『
北
里
柴
三
郎
傳
』　

北
里

研
究
所

（
２
）	

森
孝
之
編　

二
〇
二
三
年『
資
料
か
ら
見
る
北
里
柴
三
郎
の

功
績
』　

学
校
法
人
北
里
研
究
所

（
３
）	

博
物
館
明
治
村　

二
〇
一
二
年『
北
里
研
究
所
本
館
・
医
学

館
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』

図2　「国民新聞」の記事より伝染病研究所
　　　の挿絵（※）

（
※
）は
全
て
学
校
法
人
北
里
研
究
所
北
里
柴
三
郎
記
念
博
物
館
提
供

写真8　国立伝染病研究所辞職に際し全員集合写真（※）

	

● 

紫
陽
花
や
　
汽
車
の
帰
り
を
　
待
つ
小
径	

森
　
哲
也

	

○ 

薔
薇
に
は
棘
　
漱
石
は
　
胃
の
痛
み	

歌
代
　
美
遥

	

● 

蟻
知
ら
ず
　
明
治
久
し
き
　
昔
と
は	

池
亀
　
由
美
子

	

○ 

残
鶯
と
　
ト
ン
カ
チ
の
音
と
　
天
主
堂	

野
口
　
良
恵

	

● 

ど
ん
み
り
と
　
監
獄
の
屋
根
　
梅
雨
に
入
る	

島
津
　
余
史
衣

	

○ 

黒
南
風
や
　
病
棟
屋
根
の
　
換
気
塔	

近
藤
　
節
子

	

● 

梅
雨
の
蝶
　
惜
命
の
影
　
隠
し
を
り	

沼
田
　
博
古

	

● 

周
遊
の
　
バ
ス
の
空
つ
ぽ
　
濃
紫
陽
花	

村
山
　
恭
子

	

● 

明
治
村
　
光
と
影
の
　
夏
ホ
テ
ル	

杉
山
　
恵
美
子

	

● 

子
規
は
ま
だ
　
村
の
ど
こ
か
に
　
夏
の
蝶	

森
崎
　
透

	

● 

文
机
に
　
漱
石
と
猫
　
夏
椿	

酒
井
　
正

	

● 

緑
蔭
に
　
洒
落
た
明
治
の
　
甦
へ
る	

笹
岡
　
久
子

	

● 

梅
雨
晴
れ
や
　
香
る
明
治
に
　
深
呼
吸	

近
藤
　
み
よ
子

	

● 

六
月
の
　
駄
菓
子
屋
で
買
ふ
　
金
平
糖	

柳
内
　
恵
子

	

● 

ひ
つ
そ
り
と
　
開
演
を
待
つ
　
座
の
涼
し	

関
谷
　
恭
子

	

● 

行
先
の
　
定
ま
ら
ぬ
日
や
　
青
嵐	

杉
江
　
知
治

	

○ 

瓦
斯
燈
に
　
何
か
の
模
様
　
梅
雨
晴
間	

小
原
　
麻
貴

	

○ 

サ
ー
ベ
ル
に
　
似
ぬ
駐
在
の
　
笑
ひ
皺	

栃
原
　
優
子

	

○ 

薔
薇
窓
よ
り
　
夏
光
七
色
　
天
主
堂	

髙
倉
　
節
子

	

○ 

曇
天
に
　
笑
ふ
偉
人
や
　
四
十
雀	

加
藤
　
緑

	

○ 

灯
台
の
　
白
亜
や
は
ら
か
　
薄
暑
か
な	

吉
永
　
初
惠

	

○ 

緑
蔭
を
　
円
く
め
ぐ
り
て
　
池
の
鯉	

髙
木
　
美
貴
子

	

○ 

人
声
の
　
抜
け
て
来
た
り
し
　
青
も
み
ぢ	

今
井
　
真
子

	

○ 

夏
つ
ば
め
　
生
家
ザ
ビ
エ
ル
　
天
主
堂	

松
永
　
み
よ
こ

	

○ 

遠
雷
の
　
空
静
寂
の
　
猫
の
家	

岩
﨑
　
政
美

	

○ 

十
台
の
　
扇
風
機
座
す
　
芝
居
小
屋	

稲
垣
　
喜
美
子

星
野
高
士
先
生
の
句

	

あ
ぢ
さ
ゐ
に
　
明
治
の
色
の
　
ほ
ど
ほ
ど
に

	

漱
石
と
　
虚
子
と
の
間
合
ひ
　
梅
雨
晴
間

阿
川
佐
和
子
村
長
の
句

	

青
も
み
じ
　
神
の
ま
に
ま
に
　
仰
ぎ
け
り

	

小
あ
じ
さ
い
　
一
輪
の
ぞ
く
　
ハ
ー
ト
型

中
川
武
館
長
の
句

	

紫
陽
花
や
　
ラ
イ
ト
を
目
指
し
　
残
す
た
め

	

ポ
ー
ツ
マ
ス
　
こ
む
ら
が
え
り
の
　
さ
み
だ
る
る

（敬称略、●＝星野先生選句、◯＝阿川村長選句）

天 

賞
地 

賞
人 

賞
入 

賞

各イベントの詳細は、明治村公式サイトをご覧ください。

暖炉は洋館の顔であり、和室の「床の間」同様、部屋の「華」ですが、冬だけのものと思っていませんか？ 実は「夏」にも素敵な役
割を果たしていました。四季を通じて部屋を彩った暖炉と暖炉衝立で、古の洋館の夏ならではの粋なしつらえをお楽しみください。

ライトアップされた歴史的建造物と、間近で見られる鮮やかな花火との競
演をお楽しみください。

夏まつりといえばやっぱり縁日！ 射的や輪投げ
などの懐かしい遊びで楽しもう！（有料）

遊歩道に飾ら
れた温かな竹
灯りの光が宵
の明治村へ誘
います。

江戸末期から受け継がれる
山口県柳井市の「金魚ちょう
ちん」で飾られた愛くるしいフォトスポット！

色とりどりの
和傘で飾られた華やかなフォトスポット！

明治の偉人たちによる歌と踊りのス
テージショーをお楽しみください。

大人からお子様まで楽しめるJAZZラ
イブをお届けします。
※ボーカルは開催日により異なります。

ギターやボーカル、フルー
トによる、アコースティック
で心地よいボサノヴァ・サウ
ンドをお楽しみください。

沖縄の伝統芸能エイサーに空手の型を
取り入れた独自の振り付けと、ダイナ
ミックなバチさばきをご堪能ください。

日本の伝統美を発信するべく、愛知県
を拠点に国内外で活動するよさこい
チーム。 息の合ったダイナミックなパ
フォーマンスをお楽しみください。

尾張地方に伝わる「神楽
太鼓」をルーツにもつ和太
鼓集団。 曲芸性、創作性
の高い優雅かつ斬新な演
奏をぜひご体感ください。

明治偉人隊

JAZZ SURVIVOR

Chika de Bossa
（チカ・ジ・ボッサ）

琉球國祭り太鼓

常盤

大治太鼓 尾張一座

学芸員の小部屋 
「夏」だって暖炉は部屋の華

花火競演 ※荒天中止

明治おまつり広場

竹灯りの径

金魚ちょうちん 遊泳 和傘アート
光の華

夏の夜の思い出に写真を撮ろう！

宵の体験工房
オリジナルランプシェードをつくろう！ ステンシルでうちわを飾ろう！

野外ステージショー ※雨天中止

会場   千早赤阪小学校講堂

時間   20：00～
帝国ホテル中央玄関前
芝生広場付近

会場   

時間   
16：30～20：00
会場   

呉服座前

場所   
帝国ホテル中央玄関裏通路 会場   半田東湯前 会場   小泉八雲避暑の家付近

時間   15：00～19：30 ※最終受付は19：00（体験時間 各 20～25分）
参加料   各 1回 600円　 会場   名鉄岩倉変電所

時間   ① 18：30～ ② 19：30～  会場   帝国ホテル中央玄関前芝生広場

花火、狐面、水ヨーヨーなどの「夏祭り」をイメージする映像で天主堂の
壁面や天主堂前の広場を彩るほか、広場の映像に触れると花火が打ち上
がったり狐面が動き出したりなどの変化が楽しめます。

体感型プロジェクションマッピング 夏祭り

時間   18：45～20：30
会場   聖ザビエル天主堂および天主堂前広場
協力   名古屋造形大学

お気に入りの紋のデ
ザインを選び、オリジ
ナルのランプシェード
をつくろう！ 明治村の建造物にちなんだデザインからお気に入りの

型紙を選び、お好きな色でうちわを飾ろう！
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博
物
館
明
治
村
三
丁
目
の
菅
島
燈
台
附
属
官
舎
内

に
は
、三
重
県
鳥
羽
市
の
神
島
灯
台
で
使
用
さ
れ
て
い

た
四
等
閃
光
レ
ン
ズ
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
1
）。

　

こ
の
レ
ン
ズ
は
昭
和
二（
一
九
二
七
）年
に
神
島
灯

台
に
設
置
さ
れ
、
約
八
十
年
間
に
わ
た
り
伊
勢
湾
を

出
入
り
す
る
船
舶
の
重
要
な
目
印
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。

　

平
成
十
八（
二
〇
〇
六
）年
に
新
し
い
灯
器
へ
更
新

さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、明
治
村
へ
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

灯
台
の
レ
ン
ズ
を
展
示
し
て
い
る
施
設
は
、
全
国

に
多
数
あ
り
ま
す
が
、
灯
火
を
点
灯
し
、
レ
ン
ズ
を
回

転
さ
せ
て
常
設
展
示
し
て
い
る
施
設
は
珍
し
く
、
現

役
時
代
の
姿
を
間
近
で
見
ら
れ
る
貴
重
な
歴
史
資
料

で
す
。

　

こ
の
四
等
閃
光
レ
ン
ズ
に
つ
い
て
、
回
転
機
械
の

改
修
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
回
転
機
械
の
歴
史
を
振

り
返
り
つ
つ
、
改
修
状
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

日
本
の
西
洋
式
灯
台
の
歴
史
は
、
明
治
二（
一
八
六 

九
）年
に
東
京
湾
の
入
口
に
建
て
ら
れ
た
観
音
埼
灯

台（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

初
期
の
頃
の
灯
台
は
、
主
に
レ
ン
ズ
が
回
転
し
な

い「
不
動
レ
ン
ズ
」が
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
灯
台
の

整
備
が
進
む
に
つ
れ
、
光
を
よ
り
遠
く
ま
で
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
回
転
式
の
閃
光
レ
ン
ズ
が
導
入
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

当
時
の
回
転
機
械
は「
転て
ん
ろ
く轆

式
」と
呼
ば
れ
、
レ
ン

ズ
台
座
の
下
に
取
り
付
け
ら
れ
た
車
輪
が
円
形
の
軌

道
上
を
転
が
る
仕
組
み
で
し
た
。
こ
の
方
式
で
は
、回

水
銀
槽
式
回
転
機
械

～
灯
台
黄
金
期
を
支
え
た
革
新
的
技
術
～

転
抵
抗
が
大
き
い
た
め
、
速
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
数
分
か
け
て
一
周
す
る
と
い
っ

た
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
船
舶
か
ら
見
て
、
短
い
周
期
で
光
ら
せ

よ
う
と
す
る
と
、
レ
ン
ズ
の
面
の
数
を
増
や
す
必
要

が
あ
り
、
六
面
、
八
面
と
い
っ
た
多
面
体
レ
ン
ズ
が
使

わ
れ
ま
し
た（
写
真
2
）。

　

し
か
し
、
面
数
が
増
え
る
ほ
ど
一
面
の
レ
ン
ズ
が

小
さ
く
な
り
、
光
力
が
弱
ま
る
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、一
八
九
〇
年
代
に
フ

ラ
ン
ス
で
開
発
さ
れ
た
水
銀
槽
式
回
転
機
械
で
す
。

　

構
造
は
シ
ン
プ
ル
で
、水
銀
外
槽
と
水
銀
内
槽
と
い

組
み
で
す
。

　

水
銀
の
比
重
は
、
水
の
約
十
三
・
五
倍
あ
る
た
め
、

少
な
い
容
量
で
重
量
の
あ
る
レ
ン
ズ
を
浮
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
浮
上
す
る
こ
と
で
、回
転
摩
擦
が

抑
え
ら
れ
、
転
轆
式
と
比
べ
て
小
さ
な
力
で
、
か
つ
速

く
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
レ
ン
ズ
設
計
の
自
由
度
が
増
し
、
一
面

あ
た
り
の
レ
ン
ズ
を
大
型
化
し
て
光
達
距
離
を
延
ば

し
た
り
、
レ
ン
ズ
の
配
置
角
度
を
灯
台
ご
と
に
調
整

し
て
閃
光
周
期
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
た
り

と
、灯
台
の
機
能
は
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
明
治
三
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
経
ヶ

岬
灯
台（
京
都
府
京
丹
後
市
）に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
輸
入
し
た
水
銀
槽
式
回
転
機
械
が
初
め
て
導
入

さ
れ
ま
し
た（
写
真
5
）。

　

同
時
に
国
産
化
も
進
み
、
以
降
こ
の
水
銀
槽
式
が

回
転
機
械
の
主
流
と
な
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
、
出
雲
日
御
碕
灯
台（
島
根
県

出
雲
市
）や
水
ノ
子
島
灯
台（
大
分
県
佐
伯
市
）な
ど
、

大
型
灯
台
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
日
本
の
灯
台
史
の

黄
金
期
で
し
た
。

　

水
銀
槽
式
回
転
機
械
は
、
灯
台
の
発
展
を
支
え
る

「
縁
の
下
の
力
持
ち
」と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

水
銀
槽
式
回
転
機
械
は
優
れ
た
性
能
を
持
つ
一
方

で
、
水
銀
の
取
り
扱
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
課
題

も
あ
り
ま
し
た
。

　

水
銀
に
混
入
し
た
塵
を
除
去
す
る
た
め
、
定
期
的

に
ろ
過
・
清
掃
し
た
り
、
あ
る
い
は
地
震
の
揺
れ
で
水

銀
槽
か
ら
あ
ふ
れ
て
細
か
く
散
ら
ば
っ
た
水
銀
を
回

収
し
た
り
と
、
水
銀
に
ま
つ
わ
る
灯
台
職
員
の
苦
労

話
は
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、近
年「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」が
採
択

さ
れ
て
以
降
、
水
銀
の
管
理
は
極
め
て
厳
し
く
な
り
、

水
銀
の
入
手
・
処
分
が
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
灯
台
を
管
理
す
る
海
上
保

安
庁
で
は
、
水
銀
を
使
用
し
な
い
回
転
機
械
へ
の
転

換（
無
水
銀
化
）が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
燈
光
会
で
も
明
治
村
で
展
示
さ

れ
て
い
る
旧
神
島
灯
台
の
水
銀
槽
式
回
転
機
械
に
つ

い
て
無
水
銀
化
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
分
野
で
豊

富
な
実
績
を
有
す
る
株
式
会
社
太
洋
機
械
製
作
所
に

設
計
・
施
工
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
、
ク
レ
ー
ン
車
な
ど
の
建
設
重
機
の

旋
回
部
に
用
い
ら
れ
る
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
を
利
用
し

た
無
水
銀
化
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
は
、
比
較
的
安
価
で
、
耐
久
性
・

保
守
性
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
式
を

採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、こ
の
回
転
機
械
が
歴
史
資
料

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、で
き
る
だ
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

姿
を
保
つ
よ
う
配
慮
し
、既
存
の
水
銀
外
槽
の
内
部
に

旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
を
組
み
込
み
、そ
の
上
に
閃
光
レ
ン

ズ
を
載
せ
る
構
造
と
し
ま
し
た（
図
2
、写
真
6
、7
）。

　

改
修
後
、
組
み
上
が
っ
た
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
式
回

転
機
械
は
、
外
観
的
に
は
従
来
の
姿
を
保
ち
な
が
ら
、

静
か
で
安
定
し
た
回
転
性
能
を
実
現
し
て
お
り
、
今

後
も
貴
重
な
動
態
展
示
資
料
と
し
て
、
そ
の
輝
き
を

放
ち
続
け
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す（
写

真
8
）。

　

新
た
な
技
術
に
よ
っ
て
再
稼
働
し
た
旧
神
島
灯
台

レ
ン
ズ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
灯
台
が
果
た
し
て
き
た

航
行
安
全
上
の
役
割
と
、
そ
の
背
後
で
技
術
者
た
ち

が
積
み
重
ね
て
き
た
工
夫
や
技
術
的
進
展
に
思
い
を

馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

う
二
つ
の
ド
ー
ナ
ツ
型
の
容
器
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
内
槽
は
外
槽
よ
り
一
回
り
小
さ
く
、外
槽
に
す
っ

ぽ
り
収
ま
る
形
状
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
1
、写
真
3
、4
）。

　

外
槽
と
内
槽
と
の
間
に
は
、
五
㎜
程
度
の
隙
間
が

あ
り
、
こ
の
隙
間
に
水
銀
を
注
入
す
る
と
、
ア
ル
キ
メ

デ
ス
の
法
則
に
よ
り
内
槽
が
浮
き
上
が
る
と
い
う
仕

は
じ
め
に

西
洋
式
灯
台
の
導
入
と

回
転
機
械
の
発
展

日
本
で
の
導
入
と
灯
台
黄
金
期

無
水
銀
化
へ
の
転
換
と

旧
神
島
灯
台
の
回
転
機
械
の
改
修

水
銀
槽
式
回
転
機
械
の
登
場

お
わ
り
に
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